


















































１．調査時期：2012 年 5 月 16 日。　　　　　　
２．調査対象者：看護学科 1 年次生 64 名（男性 6 名，女
性 58 名），幼児教育学科 1 年次生 54 名（男性 4 名，女




2012 年 5 月 16 日，全学部学科の新入生を対象に，人権啓発委員会主催のハラスメント防止講演会を開催
した。講師は広島大学ハラスメント相談室の北仲千里准教授であった。講演は基本的なハラスメントの知識
及び被害にあったときに何をすべきかが中心であった。身近な具体例を取り上げた内容で，学生への理解が
深まったと思われる。対象者 180 名の講演後のアンケート調査は，回収数 175 名，回収率 97.2％であった。
学生のハラスメントの認識は，セクハラは 149 名（85％），パワハラは 74 名（42％）があり，被害経験は 14 名
（8％），加害経験は 3 名（2％）であった。講演後の認識の変化は 174 名（99.4％）、対応のイメージ化は 167 名
（95％）ができたと回答していたことから，本講演会の実施は有効であったと考えられる。
（キーワード）セクシュアル・ハラスメント，パワー・ハラスメント・アカデミック・ハラスメント，防止講演会






















答した学生は看護学科 5 名（8.9%），幼児教育学科 2 名
（3.8%），地域福祉学科 12 名（24.0%），地域看護学専攻科 0
名（0 %）であった。「まあまあ認識していた」と回答した学
生は看護学科 47 名（83.9%），幼児教育学科 37 名（69.8%），
地域福祉学科 31 名（62.0%），地域看護学専攻科 15 名（93.8
%）であった。「あまり認識していなかった」と回答した学
生は看護学科 3 名（5.4%），幼児教育学科 14 名（26.4%），
地域福祉学科 7 名（14.0%），地域看護学専攻科 1 名（6.3
%）であった。「まったく認識していなかった」と回答した
学生は看護学科 1 名（1.8%），幼児教育学科 0 名（0%），地
















幼児教育学科 0 名（0%），地域福祉学科 2 名（4.0%），地域
看護学専攻科 0 名（0 %）であった。「まあまあ認識してい
た」と回答した学生は看護学科 19 名（33.9%），幼児教育学
科 18 名（34.0%），地域福祉学科 22 名（44.0%），地域看護
学専攻科 11 名（68.8 %）であった。「あまり認識していな
かった」と回答した学生は看護学科 26 名（46.4%），幼児教
育学科 27 名（50.9%），地域福祉学科 20 名（40.0%），地域
看護学専攻科 5 名（31.3 %）であった。「まったく認識して
いなかった」と回答した学生は看護学科 9 名（16.1%），幼
児教育学科 8 名（15.1%），地域福祉学科 6 名（12.0%），地
域看護学専攻科 0 名（0 %）であった。
５．被害および加害体験
ハラスメント被害にあった経験については，「ある」と
回答した学生は看護学科 5 名（8.9%），幼児教育学科 1 名






る」と回答した学生は看護学科 0 名（0%），幼児教育学科 0





⏨ᛶ ዪᛶ ⏨ᛶ ዪᛶ ⏨ᛶ ዪᛶ
䚷䚷┳ㆤᏛ⛉ 6 58 6 50 56 100% 86.2%
䚷ᗂඣᩍ⫱Ꮫ⛉ 4 50 4 49 53 100% 98.0%
䚷ᆅᇦ⚟♴Ꮫ⛉ 5 45 5 45 50 100% 100%
㻌ᆅᇦ┳ㆤᏛᑓᨷ⛉ 1 15 1 15 16 100% 100%
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は看護学科 24 名（42.9%），幼児教育学科 22 名（41.5%），
















科 12 名（22.6%），地域福祉学科 8 名（16.0%），地域看護学
専攻科 7 名（43.8%）であった。「まあまあできた」と回答し
た学生は看護学科 44 名（78.6%），幼児教育学科 39 名
（73.6%），地域福祉学科 39 名（78.0%），地域看護学専攻科
9 名（56.3%）であった。「あまりできなかった」と回答した
学生は看護学科 3 名（5.4%），幼児教育学科 2 名（3.8%），
地域福祉学科 2 名（4.0%），地域看護学専攻科 0 名（0%）で
あった。「まったくできなかった」と回答した学生は看護








ると，看護学科 53 人（95％），幼児教育学科 51 人（96％），















学科 39 名（74％），地域福祉学科 42 名（84％），地域看護












教育学科 38 名（71％），地域福祉学科 41 名（82％），地域
看護学専攻科 15 名（94％）であった。
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Holding a lecture on harassment prevention awareness targeting freshmen
- From the questionnaire following the lecture on harassment prevention -
Etsuko FUKUOKA, Sachiko KOJO, Masahiko ADACHI, Keiko KATAYAMA,
Tomomi ISEKI, Hiroyasu ITO, Takayuki FUKUDA, Yasuhiro KIMURA, 
Yoshiaki GOTO, Harumi YAMAGATA
Department of Nursing, Niimi College，Human rights enlightenment committee for junior colleges
1263-2 Nishigata, Niimi, Okayama 718-8585, Japan
Summary
A harassment prevention lecture was held by the human rights enlightenment committee on May 16th, 2012 targeting undergraduate
students from all departments. The lecturer was associate professor Kitanaka Chisato of the harassment counseling room of Hiroshima
University. The lecture mainly provided basic knowledge on harassment and what to do if you become a victim. It is believed that
students obtained a deeper understanding of the content through the use of familiar detailed cases. A questionnaire following the lecture
was passed out to 180 students and recovered from 175 students, a recovery rate of 97.2%. The degree of understanding of harassment
by students was: 149 students (85%) regarding sexual harassment and 74 students (42%) regarding power harassment; 14 students (8%)
had been victims and 3 students (2%) had been assailants. 175 students (100%) responded to the change in understanding and imaging
of correspondence following the lecture, so it was believed that holding this lecture was effective.
Keywords: sexual harassment, power harassment, academic harassment, prevention lecture meeting
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